
 ２０１７年度　大阪工業大学　学校安全計画

項目 安全計画 具体的な方策（現状） 支障となる事項があった場合の対処

1 学校の施設及び設備の安全点検

≪全キャンパス≫

消防法に定められた消防設備点検（8月・2月）、防災管理点検（4月）に加えて、火元

戸締責任者による自主点検（9月・2月）を実施する。

バリアフリー点検（5月）、高圧ガス点検・空気環境測定（6月）、貯水槽等点検（8月）、

ボイラー性能点検（10月）、電気設備点検（1月）、エレベータ点検（毎月）を実施する。

【大宮キャンパス】

2013年5月より旭消防署から『防災管理点検報告』の特例認定を取得。

新耐震基準または耐震性能を満たしていない建物は、順次取り壊し・耐震工事を予

定しているが、具体的な整備計画については策定中。

全てのコピー機は転倒防止の対策済み。

【枚方キャンパス】

2015年2月より枚方東消防署から『防災管理点検報告』の特例認定を取得。

≪全キャンパス≫

点検で異常や不備が発見された場合、問題を先送りすることなく速やかに処置

を講じる。

重量物（備品、什器等）や教室のＡＶ機器等の転倒・落下による危険が予見さ

れる箇所について、壁や天井、床面との固定など転倒防止策を順次講じる。

コピー機のほか、学内には多数の印刷機も設置されているので、コピー機と同

様に転落防止の対策を順次講じる。

2 通学に関するルールの厳守

【大宮・梅田キャンパス】

最寄駅・バス停が近く、公共交通機関（地下鉄・電車・バス）の利用が不便ではない等

の理由により、自動車・バイク通学を禁止しており、入学時に保証人と学生の連名に

より「通学に係る誓約書」を提出させている。

交通安全講習会（7月）

【枚方キャンパス】

交通安全講習会（6月）

枚方キャンパスは関西文化学術研究都市の北西部にあり、通学はバス、電車等の公

共交通機関を利用することとしているが、これ以外の自動車・バイク・自転車通学を希

望する学生には、これに応じている。なお、自動車通学を希望する場合は、学内外で

実施される「交通安全講習会」の受講を許可条件としている。

≪全キャンパス≫

道路交通法の一部改正により、違反を繰り返す自転車利用者に「自転車運転

講習」が義務付けられた。3年以内に2回以上、交通の危険を生じさせる違反行

為をして摘発された自転車運転者は、公安委員会の命令を受けてから3ヶ月以

内の指定された期間内に講習を受けなければならない。

【大宮・梅田キャンパス】

路上駐車等の迷惑行為が地域や大学に与える影響の重大性から、当該行為

者に本学学生としての責任を自覚させるため、厳しい処分を行うことを教授会

で決定する。

3 危険等発生時対処要領の策定

≪全キャンパス≫

危機事象別の対処要領を現在策定中。

対処要領は訓練等を通じて適宜見直し、改善を図る。

災害時行動マニュアル作成・配付（3月）

防火・防災マニュアル作成（6月）

≪全キャンパス≫

対処要領にはない想定外の事態が発生した場合でも、教職員は学生・生徒の

安全確保を最優先かつ臨機応変に対処する訓練を受けている。

【大宮キャンパス】

毎年9月に文化系クラブ対象の救命講習会を行っている。

【枚方キャンパス】

毎年12月に学生対象応急手当講習会を実施する。

4

教職員に対する校内研修の実施や校外研修への

派遣

≪全キャンパス≫

大規模災害を想定した危機管理対策本部運営訓練（8月）を実施する。

自衛消防業務講習の受講と防災士資格取得を奨励。

【大宮キャンパス】

防災・減災の啓発活動を目的とした防災講演会（11月）を開催する。

【梅田キャンパス】

防災講演会（4月）

－
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 ２０１７年度　大阪工業大学　学校安全計画

項目 安全計画 具体的な方策（現状） 支障となる事項があった場合の対処

5

事件事故災害発生後における学生・生徒等とその

家族への対応方策および事実経過の確認方法

≪全キャンパス≫

一斉連絡・安否確認システムを活用し、学生ならびに教職員に発災直後からメールの

自動送信による安否確認を開始する。メールの応答がない学生には、担任教員が速

やかに安否を確認する体制が確立されている。

災害時行動マニュアルを作成・配付し、有事の際の初動対応（身体を守る行動）と避

難経路を明示している。

【枚方キャンパス】サマー安全セミナー（7月）

≪全キャンパス≫

学生用安否確認システム登録率アップの方策として学内ポータルとの連携を予

定。

6 津波浸水や河川の増水や氾濫に対する方策

【大宮キャンパス】

地域防災マップの浸水区域図によると、淀川が氾濫した場合に平均２．４mの浸水が

予想される。この場合、学生を安全に帰宅させることが困難となることから、飲料水を

学生１人につき１本、簡易トイレ（3日分）等の災害用備蓄品を用意している。

淀川河川敷グランドスポーツ施設撤去訓練（6月）

－

7

関係行政機関等との学校安全における連携体制の

整備

【大宮キャンパス】

本学と大阪市旭区役所、大阪府旭警察署、旭消防署ならびに周辺の2つの連合振興

町会と合同で『中宮・大宮地域防災会議』を1月に開催（危機管理室）している。

下部組織として運営委員会を設け、防犯および防火・防災に関する情報交換を定期

的に行っている。これら組織運営のアドバイザーとして、大阪市危機管理室の職員が

派遣され、適切な助言を得ている。

【梅田キャンパス】秋の全国地域安全運動（10月）

－
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項目 安全計画 具体的な方策（現状） 支障となる事項があった場合の対処

8 学校敷地内ならびに校舎内への不審者侵入防止策

【大宮・枚方キャンパス】

正門前に受付・防災センターを設置し、警備員を常時配置するなど、不審者侵入を未

然に防ぐ体制を構築している。

【梅田キャンパス】

学外者の教育エリアへの入場は、学生証や職員証を利用したセキュリティゲートによ

り入場を制限している。また、正面玄関前に受付・防災センターを設置し、警備員を常

時配置するなど、不審者侵入を未然に防ぐ体制を構築している。

一般の来場者は受付で日時、氏名、来場目的等を記録することを義務付けており、不

審者の侵入防止に努めている。

9

学校敷地内での不審者の発見・排除ならびに緊急

時に備えた対応

≪全キャンパス≫

キャンパスの各入退場門、境界線ならびに各建物の出入口付近に監視カメラを複数

台設置し、異常が発見された場合は直ちに警備員が現場へ急行する体制が構築でき

ている。

10 警備員（夜間警備含む）を配置

≪全キャンパス≫

夜間警備を含む24時間警備体制としている。

警備責任者は、警備員指導教育責任者または施設警備業務2級以上の有資格者を

配置する。

警備員には、自衛消防業務講習および普通救命講習の修了者を常時1名以上配置

する。

【大宮キャンパス】

定例警備会議を毎月実施する。

【梅田キャンパス】

隣接するビルとも合同で、警備・清掃・施設部門の現業会議を定期的に実施してい

る。

≪全キャンパス≫

女子学生に対処するため、女性の警備員を増員する必要がある。

11 熱中症予防のための方策

≪全キャンパス≫

高温時における長時間の活動では、教職員が学生の様子を観察し、適宜休憩をと

り、十分な水分補給を行うなどのルールがある。

≪全キャンパス≫

熱中症等による体調不良者が出た場合は、担架等で保健室に搬送し、生命に

関わるような状況次第では迷わず救急車を要請する。

また、当該学生の保護者にも連絡し、状況の伝達と保護者の要請を考慮して対

応する。

12

被災時に学生・生徒等が学校に待機することを想定

した備蓄

≪全キャンパス≫

災害時備蓄品点検（7月・2月）を実施する。

災害備蓄品倉庫は2階以上とし、浸水被害にも配慮する。

【大宮キャンパス】

学生の帰宅困難を想定し、水を学生１人につき１本、簡易トイレ（3日分）等の災害用

備蓄品を用意している。

≪全キャンパス≫

待機状況が長期にわたり、災害用備蓄品が不足した場合は、広島地区の備蓄

品を大阪に移送するなど、学園の危機管理対策本部が対応する。

≪全キャンパス≫

万が一、不審者がキャンパス内に侵入し、学生、教職員に危害が及ぶ事態が

発生した場合、直ちに校内放送で緊急事態をアナウンスするとともに、現場に

居合わせる教職員が学生の安全を確保する（防御用機材として、刺股を受付・

防災センターに常備）。

【大宮キャンパス】

学外者の構内入構を管理徹底するため、受付・防災センターでネックストラップ

付きの入構許可証を交付する。これにより、構内での学外者特定が容易とな

る。また、グローバル化への対応として入構許可証は英語を併記することとす

る。
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項目 安全計画 具体的な方策（現状） 支障となる事項があった場合の対処

13 学校の施設が避難所になった場合の対応等

≪全キャンパス≫

本学は、災害時における地域との連携を推進している。

【大宮キャンパス】

大阪市旭区役所と『災害時における応急活動及び平素における防災まちづくりの協

力に関する協定』を締結しており、災害時には総合体育館を地域住民に提供（収容人

数約1,900名）する。

大阪市の災害用備蓄品を本学倉庫で保管しており、非常時には地域住民の方を中

心とした避難所開設・運営が行われる。これについては、旭区役所や地域住民の

方々と合同で避難所開設訓練を毎年実施している。

本学の学生を避難収容する施設は別途設けており、地域住民の方々とのエリアの区

分している。

【梅田キャンパス】

大阪府曽根崎警察署と災害時施設利用に関する協定を締結している。

【大宮キャンパス】

大阪市旭区との協定において、避難所が解除された場合の諸条件（速やかな

現状復旧等）により、授業等の再開に支障がないよう考慮している。

大規模災害等で避難生活が長期にわたる場合は近隣の小中学校等へ場所を

移動していただくなど、教育活動に支障がでないよう考慮している。

地域住民用の備蓄品と本学用の備蓄品が同じ備蓄庫内で保管されているが、

有事の際の混乱時に誤って本学分が持ち出される可能性もあるため、備蓄庫

をそれぞれ分ける必要がある。

14

災害時の学生・生徒等の引渡しや待機方法につい

て、保護者との間で手順やルール

≪全キャンパス≫

現状で具体的な手順やルールはなく、早急に策定する必要がある。

これらの内容は決まり次第、学生を通じて保護者等に周知する。

－

15

緊急地震速報システムの設置ならびに本システム

を利用した訓練

≪全キャンパス≫

2013年度から学園全体で緊急地震速報システムを導入済み。

毎年、『津波防災の日』にあわせて緊急地震速報システムを用いたシェイクアウト訓

練を実施している。

危機管理対策本部運営訓練（8月）を全キャンパスで実施する。

≪全キャンパス≫

学生用安否確認システム登録率アップの方策として学内ポータルとの連携を予

定。

16 防災訓練（避難訓練含む）の実施

≪全キャンパス≫

危機管理対策本部立ち上げ訓練（8月）

安否確認システム応答訓練（8月・11月）

防災無線（ＭＣＡ）を利用した通信訓練を2カ月に1度実施している。

【大宮キャンパス】

新入生避難訓練（4月）

淀川河川敷グランドスポーツ施設撤去訓練（6月）

毎年10月に大規模地震を想定した防災訓練を実施している。本訓練では、通報訓

練、避難訓練、水消火器を用いた消火訓練をあわせて実施する。

【梅田キャンパス】防災訓練（10月）

【枚方キャンパス】防災訓練（10月〔八幡〕・11月〔枚方〕）

≪全キャンパス≫

防災無線の通信訓練について、特定の人のみが訓練を行うのではなく、誰でも

無線機器を扱えるよう定期的に訓練参加者を変更し、その操作を覚えてもら

う。
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項目 安全計画 具体的な方策（現状） 支障となる事項があった場合の対処

17

自動体外式除細器（AED）の設置ならびに日常的な

点検

≪全キャンパス≫

〇設置

自動体外式除細器は当該設置場所に看板等で表示するほか、全学生と教職員に対

して毎年度「災害時行動マニュアル」を配付し、機器の設置場所を明示している。

〇日常点検

毎月に定期点検を実施し、動作確認ならびに電極パッドの破損等がないか確認す

る。

≪全キャンパス≫

点検時に不具合が発見されたものは速やかに交換、修理等を行う。

18

自動体外式除細器（AED）の使用を含む応急手当

講習の実施

【大宮キャンパス】

毎年12・1月に教職員向け、9月に主に課外活動団体を対象とした学生向けの普通救

命講習会を実施する。

工学部応用化学科では、実験・実習等で危険物を取り扱うことから、卒研生・大学院

生を対象とした応急手当講習を実施する（3月）

【枚方キャンパス】

学生対象応急手当講習会（12月）

≪全キャンパス≫

普通救命講習会について、近隣消防署の協力のもと実施しているが、ＡＥＤの

訓練で使用する人形の数に限りがあり、一度に多くの受講ができないため、講

習会の開催頻度を増やすなどの調整・検討が必要である。

19

学生の海外派遣に係る安全教育・指導および安全

管理の実施

《全キャンパス》

国際交流プログラムによる海外派遣の前に、プログラム参加学生に対して危機管理

ガイダンスを実施し、海外での健康管理、災害時の対応、犯罪やテロ等の回避方法

などについて説明を行い、派遣先にて安全に活動できるよう指導している。また、参

加学生に対して、本学が指定する、派遣期間中全てをカバーする海外旅行保険への

加入を義務付けており、緊急時における保険会社と本学の速やかな連絡体制を構築

している。さらに、同保険には危機管理と健康相談のサービスが付帯しており、学生

が海外でのトラブルや病気、健康等について、日本語にて電話で相談できるようにし

ている。

《全キャンパス》

国際交流プログラムの参加学生全員が必ず危機管理ガイダンスを受講するよ

う、初回ガイダンスに出席できなかった学生に対して振替のガイダンスを実施し

ている。また、学生が保険付帯サービスを利用した際は、相談内容次第で本学

も迅速かつ適切に対応できるよう、保険会社より本学に利用レポートが提供さ

れる。さらに、トラブル等の発生時に、各種関係者（本学、派遣先、保険会社、

保護者等）と協調して事態の解決に取り組むことができるよう、緊急時の連絡フ

ローを定めている。

20 その他（関連イベント等）

≪全キャンパス≫

防火・防災管理者会議（2月）

たばこと健康展示コーナー設置（5月）

【大宮キャンパス】

あいさつ運動（５月）

防火・防災管理委員会（6月・3月）

クラブ部長会議・主将会議でのアルコール事故注意喚起（4月・12月）

健康増進支援イベント（7月・1月）

薬物乱用防止啓発講演会（7月）

【枚方キャンパス】

あいさつ運動（７月）

職員対象健康増進活動（6月・12月）

健康フェア（１０月）

－

5



対人管理 対物管理 対人管理 対物管理 対人管理 対物管理

4

新入生ガイダンス

学生定期健康診断

入学宣誓式

自衛保安（消防）組織発足

学生健康診断有所見者呼び出し

役職者の緊急連絡先一覧の整備

（大宮）

新任教職員への防災関連用品配

付（緊急持出袋・ヘルメット）

火元・戸締責任者選定

消防計画書作成

防災管理点検

新入生避難訓練（大宮）

安否確認システムの登録

災害時行動マニュアル（携帯用）

配付・指導（緊急時パーソナルメモ

欄への連絡先記入指示等）

クラブ部長会議・主将会議でのア

ルコール事故注意喚起（大宮）

自衛保安（消防）組織発足

学生健康診断有所見者呼び出し

役職者の緊急連絡先一覧の整備（梅

田）

新入教職員への防災関連用品配付

（緊急持出袋・ヘルメット）

火元・戸締責任者選定

消防計画書作成

防災管理点検

防災講演会（梅田）

警察署員による交通安全講習会

（梅田）

安否確認システムの登録

災害時行動マニュアル（携帯用）

配付・指導（緊急時パーソナルメ

モ欄への連絡先記入指示等）

防火・防災管理委員会①（枚方）

自衛保安（消防）組織発足

学生健康診断有所見者呼び出し

役職者の緊急連絡先一覧の整備

（枚方）

新入教職員への防災関連用品配

付（緊急持出袋・ヘルメット）

火元・戸締責任者選定

消防計画書作成

防災管理点検

安否確認システムの登録

災害時行動マニュアル（携帯

用）配付・指導（緊急時パーソナ

ルメモ欄への連絡先記入指示

等）

5

職員健康診断

有機溶剤、ＲＩ取扱者健康診

断①

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練①

学生健康診断有所見者呼び出し

空気環境測定

バリアフリー点検

一斉連絡・安否確認システムの取

り扱い説明会（大宮）

あいさつ運動（大宮）

たばこと健康展示コーナー設置

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練①

学生健康診断有所見者呼び出し

空気環境測定

バリアフリー点検

たばこと健康展示コーナー設置

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練①

学生健康診断有所見者呼び出し

空気環境測定

バリアフリー点検

たばこと健康展示コーナー設置

6

後援会定期総会

学生健康診断有所見者呼び出し

学生健康診断結果ポータルサイト

掲示

防火・防災管理委員会①（大宮）

防火・防災マニュアル作成

高圧ガス点検・空気環境測

定

危機管理関係マニュアルＨＰ掲示

淀川河川敷グラウンドスポーツ施

設撤去訓練（大宮）

学生健康診断有所見者呼び出し

学生健康診断結果ポータルサイト掲示

防火・防災マニュアル作成

高圧ガス点検・空気環境測定

危機管理関係マニュアルＨＰ掲

示

学生健康診断有所見者呼び出し

学生健康診断結果ポータルサイト

掲示

防火・防災マニュアル作成

高圧ガス点検・空気環境測定

危機管理関係マニュアルＨＰ掲

示

職員対象健康増進活動①（枚

方）

交通安全講習会（枚方）

7

オープンキャンパス

前期試験

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練②

学生・職員結核報告

災害備蓄品点検①

空気環境測定

健康増進支援イベント①（大宮）

薬物乱用防止啓発講演会（大宮）

交通安全講習会（大宮）

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練②

学生・職員結核報告

災害備蓄品点検①

空気環境測定

夏期休暇前の生活安全交通安全

啓発講演会（梅田）

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練②

学生・職員結核報告

災害備蓄品点検①

空気環境測定

サマー安全セミナー（枚方）

あいさつ運動（枚方）

8

前期試験

オープンキャンパス

工作・実験フェア（大宮）

教育懇談会（就職セミナー）

職員健康診断労基報告①

危機管理対策本部運営訓練

消防設備点検

貯水槽等点検

「危機管理対策本部」運営訓練

安否確認システム応答訓練①

緊急地震速報の訓練

職員健康診断労基報告①

危機管理対策本部運用訓練

消防設備点検

貯水槽等点検

「危機管理対策本部」運営訓練

安否確認システム応答訓練①

緊急地震速報の訓練

職員健康診断労基報告①

危機管理対策本部運用訓練

消防設備点検

貯水槽等点検

「危機管理対策本部」運営訓練

安否確認システム応答訓練①

緊急地震速報の訓練

9

入学宣誓式（９月入学）

オープンキャンパス

学位記授与式（９月卒業）

職員ストレスチェック検査

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練③

自主点検①

空気環境測定

文化系クラブ対象救命講習会（大

宮）

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練③

自主点検①

空気環境測定

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練③

自主点検①

空気環境測定

10

教育懇談会（地方会場）

城北祭

梅田キャンパス学園祭

ボイラー性能点検 防災訓練（大宮） ボイラー性能点検

防災訓練（梅田）

秋の全国地域安全運動開催（梅

田）

ボイラー性能点検

防災訓練（八幡）

健康フェア（枚方）

11

北山祭

教育懇談会（大阪会場）

警備巡回経路の見直し

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練④

保安・施設管理規定の見直

し

空気環境測定

津波防災の日の緊急地震速報シ

ステムを用いたシェイクアウト訓練

旭自衛消防協議会消防技術錬成

会（大宮）

安否確認システム応答訓練②

健康フェア（大宮）

防災講演会（大宮）

警備巡回経路の見直し

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練④

保安・施設管理規定の見直し

空気環境測定

津波防災の日の緊急地震速報シ

ステムを用いたシェイクアウト訓練

安否確認システム応答訓練②

警備巡回経路の見直し

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練④

防火・防災管理委員会②（枚方）

防火・防災管理委員会③（枚方）

保安・施設管理規定の見直し

空気環境測定

防災訓練（枚方）

津波防災の日の緊急地震速報

システムを用いたシェイクアウト

訓練

安否確認システム応答訓練②

12

健康診断未受検者受診勧奨

クラブ部長会議・主将会議でのア

ルコール事故注意喚起（大宮） 健康診断未受検者受診勧奨 健康診断未受検者受診勧奨

学生対象応急手当講習会（枚

方）

職員対象健康増進活動②（枚

方）

1

大学入試センター試験

一般入試（前期Ａ日程）

後期試験

有機溶剤、ＲＩ取扱者健康診

断②

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑤

災害備蓄品点検②

電気設備点検

空気環境測定

健康増進支援イベント②（大宮） 防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑤

災害備蓄品点検②

電気設備点検

空気環境測定

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑤

災害備蓄品点検②

電気設備点検

空気環境測定

2

一般入試（前期Ｂ日程）

後期試験

職員健康診断労基報告②

防火・防災管理者会議

自主点検②

災害備蓄品点検②

消防用設備点検

職員健康診断労基報告②

防火・防災管理者会議

自主点検②

災害備蓄品点検②

消防用設備点検

職員健康診断労基報告②

防火・防災管理者会議

自主点検②

災害備蓄品点検②

消防用設備点検

3

一般入試（後期Ｄ日程）

学位記授与式

学生定期健康診断

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑥

防火・防災管理委員会②（大宮）

応用化学科消火訓練（大宮）

（応急手当講習も同時に受講）

災害時行動マニュアル作成・配付

（教職員・在学生）

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑥ 災害時行動マニュアル作成・配

付（教職員・在学生）

防災（ＭＣＡ）無線通信訓練⑥ 災害時行動マニュアル作成・配

付（教職員・在学生）

（備考）赤字は大宮のみ、青字は梅田のみ、緑字は枚方のみで実施するもの

年間目標

・施設および設備の安全点検を実施し、様々な活動における学生の生活安全に努める。

・地域の関係機関等と連携を図りながら、管理運営体制の整備充実に努める。

２０１７年度　大阪工業大学　学校安全計画

生活・安全教育

梅田 枚方

大宮

安全管理

生活・安全教育

安全管理

対人管理…上記のほか、常翔学園警備業務定例会議を毎月実施、防火管理者自衛消防業務講習、防災管理者自衛消防業務講習を随時受講、防災士資格試験を随時受験

　　　　　　　　　　　警備要員による巡回警備（不審者の発見・排除）、入退構者管理を毎日実施

対物管理…上記のほか、ＥＶ点検、ＡＥＤ点検、手指消毒液の補充及び点検、衛生材料、計測機器の点検・確認を毎月実施

　　　　　　　　　　　警備要員による諸施設の巡回警備（火災予防、事故防止）を毎日実施

月

コンプライアンス意識の高揚と徹底を図るために行動規範を制定し、全職員に対してコンプライアンスカードを配付している。

生活・安全教育…上記のほか、保健だよりを毎月発行、ポータルサイト掲示による啓発活動を毎月実施

　　　　　　　　　　　　　　安否確認システム未登録者への登録促進メールの配信（毎月20日）

　　　　　　　　　　　　　　国際交流プログラムによる海外派遣前に、危機管理ガイダンスを実施する。

安全管理

生活・安全教育主な学校行事

大宮校地は２０１３年５月より旭消防署から、枚方校地は２０１５年２月より枚方東消防署から防災管理点検報告特例認定を受けている。

台風など自然災害に関する速やかな情報収集

 6


